取組例４「言葉の力」
１　ねらい　　①  自分が使っている言葉について振り返るとともに、児童の権利条約第13条と照らし合わせながら、人の心を傷付ける言葉を使ってはいけない意味を考える。また、そのような言葉を無くすために、自分には何ができるか考える。

　　　　　　　　　　②　言葉の使い方に潜む人権問題を考える活動を通して、自らの行動や考え方を振り返り、人権を尊重しようとする気持ちを高める。
　　　　　　　　

２　資料・準備物　　尺度表（グループ）、付箋紙・ワークシート（個人）
３　形態　　個人 → 全体 → グループ（４人程度） → 全体
４　進め方　　
	　
	内　　　　　容
	留　意　点

	導入　　
	１　グループづくり
	

	展

開
	２　児童の権利条約第13条を伝える。

・第13条について、どう思うか。

・自分の学校では、第13条は守られているか。

３　今まで、自分が使ってしまった、または、誰かが言っているのを聞いた事がある「人の心を傷付けるような言葉」を思い出し、付箋紙に書く。また、書いた言葉が尺度表のどの場所に入るか考える。

４　黒板の尺度表に、順番に付箋を貼っていく。

５　尺度表を見ながら、全体で話し合う。

・表を見て、どんなことに気付いたか。

・同じ言葉でも、違う場所に貼られたのはなぜか。

・最も人の心を傷付けるのは、どのような話題や場面なのか、どのような言葉なのか。

６　全体での話合いを基に、グループで話し合う。

　　・心を傷付ける言葉を言われたり、聞いたりしたとき、どうすればよいか。

・心を傷付ける言葉を無くすために、何ができるか。７　グループでの話合いを全体で発表し、共有する。
	・第13条の前半部分を伝

え、内容を確認後、後半部分を伝える。後半部分は第16条で補足する。

・付箋には、１枚に１つず

つ、言葉のみを書くようにする。

・付箋の数が多い言葉や、違う場所に貼られている言葉を確認してから、話合いに入る。

・同じ言葉でも、言い方や状況によって受け止め方が違うことに気付かせたい。



	まとめ
	８　振り返り・わかちあい

　　・本時の学習の振り返りを記入する。

・全体またはグループ内で発表し合い、共有する。
	・気付きや学びを実践化につなげたい。


資料　　

児童の権利条約

	第13条
表現の自由 

[image: image1]
子どもには、自由な方法でいろいろな情報や考えを伝える権利、[image: image3.jpg]


知る権利があります。

ただし、他人に迷惑をかけてはなりません。 
	第16条
プライバシー・名誉 

[image: image2]
 子どもが、自分のこと、家族のくら

し、住んでいる場所、電話や電子メ

ールの内容など、人に知られたくな

いときは、それは守られます。
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また、他人から誇りを傷つけられない権利があります。


「心の傷の深さ」尺度表

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  非常に深い ５

	
	
	
	

	
	
	
	


     付箋
※付箋を貼っていく

※尺度は、学習対象者により、３段階でもよい。また、分かりやすい言葉に置き換えてもよい。

ワークシート　　　　　　　　　　　　　　
１　尺度表を見ながら、全体で話し合いましょう。

・表を見て、どんなことに気付いたか。

・同じ言葉でも、違う場所に貼られたのはなぜか。

・最も人の心を傷付けるのは、どのような話題や場面なのか、どのような言葉なのか。

	


２　グループで話し合いましょう。

・心を傷付ける言葉を言われたり、聞いたりしたとき、どうすればよいか。

・心を傷付ける言葉をなくすために、何ができるか。

	


☆本時の学習の振り返り

 ①今日の学習を通して、どんな気付きや学びがありましたか？

 ②今後の自分の中に取り入れていきたい（生かしていきたい）ことは何ですか？
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